
2020年４月から
オールカラー化で、より

「見やすい」「分かりやすい」
新聞へと

生まれ変わりました！

全国農業新聞を読もう！！
紙面徹底解説 パンフレット
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紙面を大幅に刷新！  情報をより一層、充実！
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全国農業新聞とは
全国農業新聞（昭和27年創刊）は、地域農業者の代表機関である農業委員会ネットワークが発行する農業専

門紙です。
１週間の農政の動きや、現場で役立つ栽培技術・流通の情報、魅力的な農家の取り組みなどを幅広く伝え、担
い手の皆様の経営発展に役立つ新聞として高く評価いただいております。
令和２年４月、業界初の紙面オールカラー化に取り組み、より「見やすい」「分かりやすい」新聞へと生まれ変

わりました。ぜひ１度手に取っていただき、情報収集のツールとして全国農業新聞をご購読いただければ幸いです。

◆発行日／毎週金曜日　◆購読料／月額700円（税・送料込）
見本紙のご用命、購読のお申し込みはお近くの市町村農業委員会へ。
全国農業新聞ホームページからのお問い合わせや、
メール（gyoumu@nca.or.jp)またはFAX（03-3261-5132）でも受け付け
ています。

ここがポイント！全国農業新聞

HPアドレス●
https://www.nca.or.jp/shinbun/
メール●gyoumu@nca.or.jp
FAX●03-3261-5132

HPはこちら

紙面の内容、特徴

1面
●経済・経営・農地・地域社会問題等、毎週様々なテーマをお伝えします。
週替わりのコラム、特集企画　等� ➡ｐ２へ

2面
3面

●農政ニュースをまとめて掲載。忙しくても１週間の動きがすぐ分かります。
●その時々の話題の農政や農業用語、技術を分かりやすく解説します。
●第一線で活躍する農業者にスポットを当てて紹介します。� ➡ｐ３へ

経営
流通
技術面
地域

くらし面
（4～６面）

●経営に役立つ管理方法や最新技術、話題の商品、先進農家の取り組みなど、農業経営に役
立つヒントが盛りだくさんです。
●２週・４週は、見開きのワイド面。「より読みやすく」を追求しています。
【４面】経営・販売や労務管理、農村女性の活躍のＱ＆Ａコーナー（週替わり）、新しい技

術や商品の紹介　等
【５面】経営に役立つ実務情報を載せます。市況（２週）、マーケット情報（４週）　等
●地域活性化に関する現地事例を紹介します。
【６面】園芸講座（２週・４週）、食生活や農家生活のヒント　等� ➡ｐ４、５へ

農業委員会
ネットワーク
通信面
（７面）

●全国の農業委員会の特徴的・先進的活動、活躍を毎週お知らせ。農業委員会活動の参考資
料として、農業委員・推進委員必読のページです。
●農地や農家生活の法律相談、農業者年金等、情報提供活動に欠かせない情報が満載。
●有害鳥獣対策のヒントとなる取り組みを連載。� ➡ｐ６へ

地方面
（８面）

●地方ごとの頑張る農業者の記事、農業委員会活動、イベント情報等を掲載。
全国紙ですが地域の話題にも強い！身近な方の頑張りが伝わることで地域農業の活力に繋
がります。� ➡ｐ７へ

▶▶▶無料Web版の閲覧サービス◀◀◀
紙媒体の読者は、無料でWeb版が閲覧できます（全ての地方版にも対応）。
全国農業新聞ホームページから購読者番号を入力してログインして下さい。



農村地帯で食料自給圏をつくる 「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
」構
想

「地方都市を含む　
広域の農村自給圏」
形成し活性化目指す

賛
同
し
た
山
形
・
庄
内
地
域
の
取
り
組
み

山
形
大
・
農
学
部
中
心
に
関
係
者
連
携畑地化して輪作

耕作放棄の水田

ラ
イ
バ
ル
は
輸
入
品

周
辺
に
も
働
き
か
け

このコラム　今年で年目

　

農
業
労
働
力
支
援
　
Ｊ
Ａ
全
農
　

就
農
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

地
方
創
生
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
は
全
国
へ

②

認定農業者応援宣言！

進む出荷規格の統廃合

高温下での良質米生産

シャッター通りが復活

３

５

４～５

　
沈
丁
花
は
よ
く
川
柳
に
詠
ま
れ
る
花
だ
。
香
り
の

強
い
花
で
春
に
咲
く
。
仏
さ
ん
に
供
え
る
く
く
り
花

で
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
姉
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
お
彼
岸
に
他
の
花
も
添
え
て
飾
る
の
だ
ろ
う
。
花
は
紫
赤
色

や
白
色
で
葉
は
楕
円
（
だ
え
ん
）
状
。
実
は
結
ば
な
い
。
姉
さ

ん
と
の
記
憶
は
ど
ん
な
ん
か
定
か
で
な
い
が
、
年
々
薄
れ
ゆ
く

切
な
さ
を
詠
む
。
新
潟
国
文
祭
の
入
選
句
。

　
本
田
智
彦

「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
は
輸
入
品
が
対
戦
相
手
の
団
体
戦
」

と
話
す
浦
川
教
授

浦川教授や学生らは毎月、スーパーで試食販売を
実施。試食販売だけでパックを売り上げたこ
とも（写真は浦川教授提供）

　
同
構
想
は
、
カ
ル
ビ
ー
㈱
元

会
長
の
故
・
松
尾
雅
彦
さ
ん
が

提
唱
し
た
。
「
賢
い
」
「
無
駄

が
な
い
」
の
意
味
を
持
つ
「
ス

マ
ー
ト
」と
、「
風
土
や
景
観
、

栽
培
・
加
工
法
な
ど
、
そ
の
場

所
な
ら
で
は
の
特
徴
を
持
つ
地

域
」
と
い
う
意
味
の
フ
ラ
ン
ス

語
「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
を
組
み
合

わ
せ
た
。

　
同
構
想
は
地
域
内
で
の
耕
畜

連
携
や
農
商
工
連
携
を
通
し
て

地
元
消
費
者
の
需
要
に
応
え
る

こ
と
で
、
「
地
方
都
市
を
含
む

広
域
の
農
村
自
給
圏
」
を
形
成

し
よ
う
と
い
う
も
の
。
地
域
資

源
を
活
用
し
て
食
料
の
持
続
可

能
性
を
実
現
し
、
域
内
で
経
済

を
回
し
て
農
村
の
活
性
化
を
目

指
す
。
そ
の
上
で
は
耕
作
放
棄

地
や
休
耕
田
の
有
効
活
用
も
重

要
な
視
点
と
な
る
。

　かつてない貿易自由化、低下が続く食料自給率、自然
災害や新たな感染症の危機 。日本の食料安全保障を
揺るがす出来事が相次ぐ中、農村地帯で食料自給圏をつ
くる「スマート・テロワール」構想が一部地域で芽吹き
始めた。生産や加工、流通の関係者が一丸となり、地元
で消費するものは地元で作ろうという動きから、食料安
保の確保や農村活性化のヒントを探る。

　
同
構
想
に
賛
同
し
、
食
料
自

給
圏
の
構
築
に
乗
り
出
し
た
地

域
の
一
つ
が
山
形
県
の
庄
内
地

域
だ
。
山
形
大
学
農
学
部
を
中

心
に
関
係
者
が
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
、
耕
畜
連
携
で
生
産
し
た
穀

物
や
豚
肉
を
域
内
で
加
工
、
販

売
。
実
証
段
階
な
が
ら
、
着
実

に
地
域
内
で
フ
ァ
ン
を
増
や
し

て
い
る
。

　
２
０
１
６
年
度
、
同
大
学
で

松
尾
さ
ん
が
寄
附
講
座
を
開
講

し
た
こ
と
を
機
に
実
証
が
始
ま

っ
た
。

年
度
に
は
同
学
部
が

拠
点
を
置
く
鶴
岡
市
と
同
大
学

が
出
資
し
、
庄
内
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
推
進
協
議
会
を
設

立
。
地
元
の
加
工
業
者
や
小
売

業
者
、若
手
農
家
も
参
加
す
る
。

　
国
内
有
数
の
米
産
地
の
同
地

域
だ
が
、
耕
作
放
棄
な
ど
に
な

っ
て
い
る
水
田
は

年
時
点
で

８
６
４
０
㌶
に
及
ぶ
。
同
構
想

で
は
こ
う
し
た
水
田
を
畑
地
化

し
、
穀
物
の
輪
作
で
活
用
す
る

こ
と
を
目
標
の
一
つ
と
し
て
い

る
。

　
「
決
し
て
水
田
を
否
定
す
る

構
想
で
は
な
い
」
と
同
学
部
の

浦
川
修
司
教
授
は
強
調
。
「
稲

作
に
適
し
た
平
坦
地
帯
で
は
稲

作
、
耕
作
放
棄
が
多
い
条
件
不

利
地
で
は
畑
作
と
い
う
よ
う
な

ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
重
要
」
と
説
明

す
る
。

　
①
耕
畜
連
携
②
農
工
連
携
③

工
商
連
携
④
地
消
地
産

の

四
つ
が
同
構
想
の
柱
だ
。
ラ
イ

バ
ル
は
あ
く
ま
で
も
輸
入
原
料

の
加
工
品
。
輸
入
依
存
度
が
高

い
加
工
用
穀
物
や
飼
料
を
地
元

産
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
目
指

す
。
需
要
は
あ
る
が
自
給
で
き

て
い
な
い
品
目
を
生
産
す
る
と

い
う
考
え
か
ら
、
四
つ
目
の
柱

は
「
地
産
地
消
」
で
は
な
く

「
地
消
地
産
」
と
し
た
。

　
現
在
は
３
人
の
畑
作
農
家
の

圃
場
や
同
大
学
の
試
験
圃
場
を

使
い
、
計
３
・
３
㌶
ほ
ど
で
小

麦
や
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大

豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
輪
作
を
実

証
し
て
い
る
。
規
格
外
品
や
余

剰
品
か
ら
は
配
合
飼
料
を
製
造

し
、
同
大
学
の
試
験
豚
舎
や
協

力
す
る
養
豚
農
家
の
も
と
で
年

間

頭
ほ
ど
の
肥
育
に
活
用
。

堆
肥
は
畑
の
土
づ
く
り
に
還
元

す
る
。

　
収
穫
し
た
穀
物
や
豚
肉
は
地

元
の
加
工
業
者
が
買
い
取
り
、

商
品
開
発
で
は
農
家
や
小
売
業

者
も
一
緒
に
な
っ
て
味
や
価
格

な
ど
を
話
し
合
う
。
こ
れ
ま
で

に
ウ
イ
ン
ナ
ー
や
ハ
ム
、
ベ
ー

コ
ン
、
み
そ
が
誕
生
し
た
。
地

元
の
小
売
業
者
２
社
が
営
む
ス

ー
パ
ー
な
ど
で
扱
い
、

年
は

畜
産
加
工
品
が
計
１
万
６
千
パ

ッ
ク
、
み
そ
が
１
８
０
０
パ
ッ

ク
の
売
り
上
げ
を
見
込
む
。

　
構
想
の
開
始
か
ら
４
年
が
経

過
し
、
よ
う
や
く
輪
作
の
実
証

が
一
回
り
し
た
。
乾
田
化
に
伴

う
湿
害
対
策
や
配
合
飼
料
の
供

給
体
制
の
整
備
な
ど
、
見
え
て

き
た
課
題
は
多
い
。
地
域
内
で

の
雰
囲
気
を
醸
成
し
、
賛
同
す

る
関
係
者
を
増
や
し
て
い
く
た

め
に
も
、
息
の
長
い
取
り
組
み

が
必
要
と
な
る
。

　
輪
作
を
実
証
す
る
畑
の
面
積

を
計

㌶
に
増
や
す
の
が
当
面

の
目
標
だ
と
い
う
。
こ
れ
を
拠

点
の
「
セ
ン
ト
ラ
ル
農
場
」
に

位
置
付
け
て
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
積
み
上
げ
、
協
力
す
る
「
サ

テ
ラ
イ
ト
農
場
」
を
増
や
し
て

波
及
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

今
後
は
同
市
の
周
辺
５
市
町
に

も
働
き
か
け
、
地
域
全
体
に
輪

を
広
げ
て
い
く
。

〔
は
じ
め
に
〕

　
今
回
か
ら
本
欄
が
若
干
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
模
様

替
え
）さ
れ
る
。書
き
出
し
の
前
に〝
は
じ
め
に
〟

と
い
う
小
見
出
し
を
つ
け
て
い
る
。
本
文
中
に
あ

と
２
行
の
小
見
出
し
を
入
れ
て
、
１
行

字
×


～

行
で
書
く
。
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
か

と
い
え
ば
、
よ
り
読
み
や
す
く
す
る
た
め
だ
。
読

ん
で
も
ら
う
た
め
に
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
最

初
の
１
行
を
読
ん
で
放
り
出
さ
れ
た
の
で
は
ど
ん

な
立
派
な
内
容
で
あ
っ
て
も
無
意
味
だ
。
だ
か
ら

可
能
な
限
り
読
み
や
す
く
し
よ
う
と
い
う
供
給
側

の
努
力
で
あ
る
。

〔
そ
し
て
〕

　
長
短
に
関
係
な
く
、文
章
の
基
本
は「
起
承
転

結
」で
あ
る
。例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う

か
。

　
「
ね
え
ね
え
、
聞
い
て
聞
い
て
…
」
が
事
の
起

こ
り
の「
起
」。
「
昨
夜
わ
が
家
に
こ
そ
泥
が
入
っ

て
大
騒
ぎ
だ
っ
た
の
よ
」が
引
き
継
い
で
の「
承
」。

「
今
朝
、
駐
在
所
の
巡
査
さ
ん
が
来
て
犯
人
が
捕

ま
っ
た
と
い
う
の
よ
」
、
こ
れ
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の「
転
」。
「
犯
人
は
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ

っ
た
の
。
認
知
症
で
自
分
の
家
と
間
違
え
た
み
た

い
ね
」
で「
結
」と
、
こ
う
い
う
具
合
だ
。

　
「
読
む
」
と
「
見
る
」
は
別
物
で
、
読
ん
だ
も

の
は
記
憶
に
残
っ
て
人
生
の
栄
養
に
な
る
が
、
見

た
も
の
は
風
景
と
同
じ
く
流
れ
去
っ
て
い
く
だ
け

だ
。
現
代
は
圧
倒
的
に
「
見
る
」
時
代
で
あ
る
。

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
風
潮
迎
合
で
あ
る
こ
と
は

否
め
な
い
。

〔
お
わ
り
に
〕

　
調
べ
て
み
た
ら
。
私
が
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
く
よ

う
に
な
っ
て
今
年
で

年
目
に
な
る
。
書
く
方
も

書
く
方
、
書
か
せ
る
方
も
書
か
せ
る
方
と
い
っ
た

と
こ
ろ
か
。

　
「
本
音
の
ホ
ン
ネ
」
の
タ
イ
ト
ル
は
、
原
稿
依

頼
の
た
め
に
九
州
の
わ
が
家
ま
で
来
て
く
れ
た
当

時
の
編
集
担
当
者
が
付
け
て
く
れ
た
も
の
。
官
報

の
匂
い
の
す
る
本
紙
に
、
百
姓
の
本
音
の
底
の
ホ

ン
ネ
を
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
だ
っ
た
。
私

は
そ
の
言
葉
に
従
っ
て
き
た
。
合
計
で
は
４
８
０

編
程
度
書
い
て
い
る
計
算
に
な
る
が
、
何
を
書
い

た
か
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
い
る
。
読
む
方
も
忘
れ
る

か
ら
、そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
書
き
続
け
て
い
る
。

　
と
い
う
わ
け
で
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
少
し
は
読
み

や
す
か
っ
た
だ
ろ
う
か
？
　
◇
次
回
は
５
月

日
付

２
年
後
の
独
立
を
目
指
す
河
村
さ
ん

イ
チ
ゴ
の
技
術
を
学
ぶ
白
石
さ
ん

　
Ｊ
Ａ
全
農
が
進
め
る
パ
ー
ト
ナ

ー
企
業
と
連
携
し
た
農
業
労
働
力

支
援
。
大
分
県
で
は
新
規
就
農
者

が
誕
生
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
お
お
い
た
は
２
０
１

５
年
か
ら
労
働
力
支
援
事
業
を
始

め
た
。
農
家
の
繁
忙
期
に
主
婦
や

学
生
、
就
農
希
望
者
な
ど
の
都
市

住
民
を
ア
ル
バ
イ
ト
作
業
員
と
し

て
、現
場
へ
送
り
出
す
仕
組
み
だ
。

全
農
お
お
い
た
が
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て

農
家
の
希
望
を
受
け
、
パ
ー
ト
ナ

ー
企
業
の
菜な

果か

野や

ア
グ
リ
が
、
作

業
内
容
や
賃
金
、
人
員
を
取
り
ま

と
め
、
送
迎
も
す
る
。
昨
年
度
は

延
べ
２
万
２
千
人
が
利
用
し
た
。

　
同
事
業
を
進
め
て
き
た
全
農
お

お
い
た
の
花
木
正
夫
営
農
対
策
課

長
は
「
就
農
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
こ
と
が
事
業
の
目
的
。
さ
ま
ざ

ま
な
品
目
や
作
業
を
経
験
で
き
、

自
分
に
合
う
も
の
を
見
つ
け
や
す

い
。
農
業
に
向
い
て
な
い
と
思
え

ば
引
き
返
せ
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
」

と
話
す
。

　
都
市
部
の
大
分
市
出
身
の
河
村

翼
さ
ん
（

）
は
今
年
４
月
に
竹

田
市
に
移
住
し
、
ピ
ー
マ
ン
農
家

で
研
修
を
受
け
な
が
ら
、
２
年
後

の
独
立
を
目
指
し
て
い
る
。
同
事

業
で
約
５
年
間
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ

ク
サ
イ
の
収
穫
や
ミ
カ
ン
、
カ
ボ

ス
の
収
穫
と
選
果
な
ど
に
携
わ

り
、
農
業
が
大
好
き
に
な
っ
た
。

　「
地
域
に
知
り
合
い
が
で
き
て
、

助
け
て
く
れ
る
人
が
い
た
こ
と

で
、
就
農
に
踏
み
出
せ
た
」
と
話

す
河
村
さ
ん
。
妻
が
同
事
業
で
頻

繁
に
訪
れ
て
い
た
竹
田
市
の
農
家

に
、
移
住
を
勧
め
ら
れ
た
。
河
村

さ
ん
は
「
大
分
市
で
は
保
育
園
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
繁

忙
期
に
は
近
所
の
人
が
子
供
の
面

倒
を
見
て
く
れ
、
安
心
し
て
農
業

に
打
ち
込
め
る
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。

　
花
木
課
長
も
「
こ
の
仕
組
み
は

農
業
の
課
題
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
。
こ
れ
か
ら

の
地
方
創
生
の
切
り
札
だ
」
と
力

強
く
話
す
。

　
福
岡
県
三
潴
郡
大
木
町
で
イ
チ

ゴ
約

㌃
を
生
産
す
る
Ｎ
Ｊ
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
ト
で
１
月
か
ら
働
く
白

石
実
さ
ん
（

）
も
同
事
業
を
き

っ
か
け
に
新
規
就
農
し
た
一

人
だ
。
菜
果
野
ア
グ
リ
の
社

員
と
し
て
各
現
場
に
出
向
く

中
、
独
立
就
農
に
憧
れ
た
。

昨
年
４
月
に
退
職
。
同
事
業

で
関
わ
っ
た
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く

れ
ん
の
紹
介
で
同
社
で
働

く
。
「
将
来
は
収
穫
体
験
な

ど
を
提
供
し
て
農
業
の
す
ば

ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
こ
の
事
業
を
全
国

に
広
げ
る
考
え
だ
。
す
で
に
約


県
で
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
。
地

域
ご
と
に
異
な
る
繁
忙
期
を
調
整

し
よ
う
と
、
九
州
一
円
に
労
働
力

支
援
す
る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

を
１
月
に
設
立
し
た
。
近
々
、
中

国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
も
設
立

す
る
見
込
み
だ
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
耕
種
総
合
対
策
部
の

伊
名
岡
昌
彦
専
任
課
長
は
「
農
業

機
械
の
リ
ー
ス
や
レ
ン
タ
ル
な
ど

の
支
援
で
、
取
り
組
み
を
広
げ
て

い
き
た
い
。
条
件
不
利
地
の
耕
作

放
棄
地
防
止
な
ど
に
も
つ
な
げ
、

地
域
振
興
に
貢
献
し
た
い
」
と
話

す
。

４月日～日の天気
北日本　気温は平年並み。降
水量、日照時間は平年並み。
東日本　高気圧に覆われやす
く、平年に比べ晴れの日が多
い。気温は平年並みか低い。
平年に比べ降水量は少ない。
西日本　冷たい空気を持つ移
動性高気圧に覆われやすいた
め、平年に比べ晴れの日が多
いが、気温は平年並みか低い。
降水量は平年より少ない。
沖縄奄美　平年より晴れの日
が多いが、気温は平年より低
い。少雨多照傾向を見込む。
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１ 第３１４１号（昭和２７年３月１１日第３種郵便物認可）２０２０年（令和年）４月１０日（金）

月 日
年（令和年）



４

農政の動きとかかわる経済・経営・農地・地域社会問題等、
毎週様々なテーマをお伝えします

21

地帯ごとの気温や降水量の傾向など
の気象予報を、すぐに目につく題字
下に掲載！

農業、農政問題について、事例や現場
の声を盛り込みながら解説します。
＜過去の取り扱い内容＞
働き方と人材育成
企業参入
農地パトロール
経営継承� …etc

４人の執筆者による週替わりのコラム。思わず「あるある！」「そう
そう！」とうなずいてしまうような視点が人気です！

１面



２面の特徴

３面の特徴

トップの２大注目コーナー

現場の生の声がわかる
▶農人伝 … 農政ジャーナリスト榊田みどり氏の構成による農業関係者の生きざまを集中連載

▶つれづれ農日記 … 農業者の生の声をじかに感じる！リレー執筆

◆ここだけ読めば１週間の農政の動きが分かる！
農業者はもちろんのこと、農政の動きを把握している必要がある農業委員会をはじめとする農業関係機関の皆
様にもおすすめです。見逃しがちな公募事業情報（農の雇用事業の募集開始のお知らせなど）も発信します。
▶クローズアップ … 話題の農政テーマを分かりやすく解説
▶人ひと … 最先端で活躍する農業人にインタビュー

解説に重点を置いた面です。専門家による時事解説や、話題の用語や法律改正、新技術など、農業者に詳しく
知っていただきたい内容を農家目線で分かりやすく紹介します。

3

◎
農
業
用
水
管
理
の
問
題

遠
方
か
ら
の
監
視
制
御
が
可
能
に

◎
こ
れ
か
ら
の
水
管
理

◎
圃
場
と
水
利
施
設
の

連
携
し
た
水
管
理

◎
導
入
の
効
果
と
こ
れ
か
ら

図　配水管理システムのコンセプト

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
監
視
制
御
で
き
る

　
農
研
機
構
農
村
工
学
研
究
部

門
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
圃
場
と
水
利
施
設

が
連
携
し
た
配
水
管
理
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
作
物
に
必
要
な
用
水
を
水
源

か
ら
農
地
ま
で
届
け
る
た
め
に

は
、水
路
、分
水
工
、ポ
ン
プ
場

な
ど
た
く
さ
ん
の
水
利
施
設
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
管
理
労
力

は
多
大
な
も
の
で
す
。
こ
う
し

た
施
設
の
多
く
は
手
動
で
管
理

さ
れ
て
お
り
、
管
理
者
の
高
齢

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
生

じ
う
る
水
管
理
の
不
備
は
、
営

農
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
農
業
用
水
の
無
効
放
流
や

そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
で
の
配
水
不

均
等
や
、
揚
水
機
場
の
電
気
代

の
上
昇
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
圃
場
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た

自
動
給
水
栓
に
よ
る
水
管
理
の

高
度
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

用
水
を
供
給
す
る
土
地
改
良
区

が
管
理
す
る
ポ
ン
プ
場
や
分
水

工
な
ど
の
配
水
施
設
の
管
理
の

省
力
化
も
必
要
で
す
。
こ
う
し

た
水
供
給
側
の
水
管
理
が
農
家

の
水
管
理
に
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
省
力
化
だ
け
で
な
く
需
要

と
供
給
の
双
方
に
配
慮
し
た
適

正
な
水
配
分
が
可
能
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
農
研
機
構
で
は
、
内
閣
府
の

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造

プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）の
中

で
、
農
家
が
管
理
す
る
給
水
栓

か
ら
、
土
地
改
良
区
や
水
利
組

合
が
管
理
す
る
ポ
ン
プ
場
・
調

整
水
槽
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
連
携
し
自

動
化
、
遠
方
制
御
を
行
え
る
配

水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま

し
た
。
シ
ス
テ
ム

の
コ
ン
セ
プ
ト
を

図
に
示
し
ま
す
。

受
益
面
積

～
１

０
０
㌶
程
度
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
で
配

水
す
る
水
田
地
区

に
お
い
て
、
水
理

解
析
を
基
に
解
明

さ
れ
た
圃
場
の
水

利
用
に
応
じ
た
配

水
制
御
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
ポ
ン
プ

場
か
ら
用
水
が
自

動
配
水
さ
れ
ま
す
。
従
来
の
よ

う
に
一
方
的
に
給
水
す
る
方
式

で
は
な
く
、
流
量
や
配
管
の
圧

力
に
も
配
慮
し
た
水
管
理
に
な

る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
遠
方
か

ら
の
監
視
制
御
に
よ
る
管
理
の

省
力
化
に
加
え
、
ポ
ン
プ
場
の

節
電
・
省
エ
ネ
が
実
現
し
ま
す
。

　
水
田
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
地
区
で

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
試

験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ポ
ン
プ

場
か
ら
の
効
率
的
な
配
水
に
よ

り
、
導
入
前
に
比
べ
て
約
４
割

の
節
電
・
省
エ
ネ
効
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
は
流
域
全
体

に
適
用
範
囲
を
広
げ
、
水
資
源

の
有
効
利
用
を
目
的
と
し
た
水

管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

農
研
機
構
　
農
村
工
学
研
究
部
門

　
水
利
工
学
研
究
領
域
　
水
利
シ

ス
テ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
　
中
矢
　
哲
郎

◇
次
回
は
５
月

日
付

２面・農政ニュースをまとめて確認
３面・農政・用語解説

▶なんでも聞いちゃえアグリの話（３週に掲載）
いまさら聞けない○○って何？を対話形式でやさし

く解説。新任委員さんや学生さんにもおすすめです。

＜過去の解説記事一例＞
地域おこし協力隊って何？（2019/５/31）
どう伸ばす？ジビエの利活用（2019/８/23）
食料自給率、上げるには？（2019/９/13）
食料・農業・農村基本計画って何？（2019/10/25）
農業者年金って何？（2019/11/22）
働き方改革に家族経営協定（2020/1/24）

▶アグリとサイエンス（４週に掲載）
目で見て分かりやすい！最新農業技術を紹介。４コ

マ漫画や豊富な写真で解説します。

瑞穂

「パワフル農業女子」
(株)アグリたきもと代表取締役
富山県　海道　瑞穂

１週

▶ ▶ ▶「くまもと☆農家ハンター」
(株)イノP代表取締役
熊本県　宮川　将人

２週

「第一線を行く女性経営者」
(有)畠中育雛場代表取締役
福岡県　畠中　五恵子

４週

「就農５年目・田んぼの遊び人」
(株)つじ農園代表取締役
三重県　辻　武史

３週

私たちと一緒に農業をより深く、

楽しく勉強しましょう‼

耕一

いなかに住む瑞穂の伯父
（50歳）。市の農業委
員でもある

都内の普通科高校１年生
（16歳）。社会科が得
意で好奇心おう盛



乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
装
着
徹
底
を

農
業
機
械
の
安
全
対
策
　
①

農
研
機
構
革
新
研

安
全
工
学
研
究
領
域
長

貝
沼
　

秀
夫

ＱＡ

あらゆる場に名前出し情報提供を

収穫体験の集客増やす方法は？シイタケの廃菌床が肥料に変身

豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
も
力

水
田
の
生
き
物
増
え
渡
り
鳥
飛
来

好
評
の
ブ
ラ
ン
ド
米

ふん土を有効活用
ミミズに食べさせ阿

波
農
産
　
徳
島
・
小
松
島
市

野
菜
が
甘
く
な
っ
た

湛水散布で効果高い水稲中・後期除草剤

新
商
品

新
品
種

専用ソフトでルート作成し自動飛行が可能

新
商
品

飼料米を利用したギンザケ用配合飼料

話
　
題

果肉がピンク色に着色する晩生のリンゴ

　経営・技術　

　
農
作
業
死
亡
事
故
は
２
０
１

７
年
に
は
３
０
４
件
発
生
し
、

そ
の
う
ち
農
業
機
械
作
業
に
係

る
事
故
は
２
１
１
件
だ
っ
た
。

農
水
省
は
２
月
、
農
業
機
械
作

業
に
係
る
死
亡
事
故
を

年
ま

で
に
半
減
（

年
比
）
さ
せ
る

と
い
う
目
標
を
打
ち
出
し
た
。

　
死
亡
事
故
が
最
も
多
い
農
機

は
「
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
」
だ
。

安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム

（
以
下
、
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
）
を
装
備

し
た
機
種
の
使
用
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹

底
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ

は
一
定
範
囲
の
強
度
を
保
証
す

る
も
の
で
、
い
か
な
る
場
合
に

も
大
丈
夫
な
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、

年
度
の
国
の
デ
ー

タ
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒

転
落
死
亡
事
故
の
約
８
割
で
Ｒ

Ｏ
Ｐ
Ｓ
が
な
か
っ
た
。

　

年
度
の
農
研
機
構
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
常
時
締
め
る
人
は
５
％
、

路
上
の
み
締
め
る
人
が

％
と

少
数
だ
っ
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
な
い
と
、
運
転
者
が
投

げ
出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
が
あ
っ
て
も
重
大
な

結
果
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
。

　
転
倒
転
落
事
故
が
多
発
す
る

場
所
と
し
て
、
圃
場
の
出
入
り

口
や
端
な
ど
傾
斜
部
分
や
農
道

路
肩
の
法
面
な
ど
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
傾
斜
を
乗
り
越
え
る

際
は
、
作
業
機
を
で
き
る
だ
け

下
げ
、
傾
斜
に
対
し
直
角
の
向

き
で
ゆ
っ
く
り
走
行
す
る
。
作

業
で
必
要
な
と
き
以
外
、
左
右

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結
。
圃

場
の
端
や
路
肩
を
草
刈
り
な
ど

で
見
通
し
を
よ
く
す
る
こ
と
も

脱
輪
や
転
倒
回
避
に
有
効
だ
。

　
最
近
の
大
型
乗
用
ト
ラ
ク
タ

ー
は
、
快
適
性
追
求
の
面
か
ら

も
安
全
キ
ャ
ブ
の
も
の
が
多

い
。
そ
う
し
た
機
械
を
駆
使
す

る
担
い
手
と
の
連
携
も
、
地
域

ぐ
る
み
で
安
全
向
上
を
図
る
一

つ
の
方
法
だ
ろ
う
。
農
機
メ
ー

カ
ー
は
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
未
装
備
の
古

い
機
種
に
も
対
応
す
る
後
付
け

キ
ッ
ト
販
売
を
発
表
し
た
。
安

全
意
識
向
上
と
併
せ
、
機
械
装

備
や
作
業
環
境
、
作
業
方
法
の

面
か
ら
、
安
全
対
策
を
今
一
度

見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
【
参
考
】

年
２
月
段
階
で

キ
ッ
ト
の
後
付
け
可
能
な
機
種

は
、
ク
ボ
タ
Ｇ
Ｌ
（
初
代
）
、

Ｇ
Ｔ（
初
代
）、Ａ（
ア
ス
テ
、

ア
ス
テ
フ
ァ
イ
ブ
）
。

　
ブ
ド
ウ
を
２
㌶
経
営
し

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
収

穫
体
験
を
始
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
集
客
し
て
い
ま
す

が
、
か
ん
ば
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
方
法
で
集
客
さ
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
私
た
ち
は
お
客
さ
ま
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
名
前
を
出
す

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
新

聞
社
や
テ
レ
ビ
局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ

ー
ル
を
し
ま
す
。
例
え
ば
「
桃
畑

に
『
鬼
ふ
す
べ
』
と
い
う
巨
大
き

の
こ
が
出
ま
し
た
。
ぜ
ひ
取
材
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
か
、
「
あ
け

び
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
取

材
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
具

合
で
す
。
取
材
す
る
か
し
な
い
か

は
、先
方
が
決
め
る
こ
と
で
す
が
、

情
報
提
供
し
な
い
こ
と
に
は
始
ま

り
ま
せ
ん
。
や
ら
な
い
よ
り
は
や

っ
た
ほ
う
が
良
い
で
す
ね
。

　
駅
前
や
繁
華
街
で
の
チ
ラ
シ
配

り
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。
１
人

で
配
る
と
心
が
折
れ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
地
域
の
仲
間
や
行
政
、

農
協
の
方
々
な
ど
を
巻
き
込
ん
で

や
り
ま
し
ょ
う
。
後
で
打
ち
上
げ

も
で
き
ま
す
し
、
直
接
お
客
さ
ま

と
語
り
な
が
ら
手
渡
し
す
る
の
で

と
て
も
効
果
的
で
す
。
た
だ
事
前

に
許
可
が
必
要
な
と
こ
ろ
が
多
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
じ
ゃ
ら
ん
遊
び
体
験
な
ど
の
体

験
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
、
知
っ
て

も
ら
う
に
は
効
果
的
で
す
。
「
ぶ

ど
う
狩
り
」
と
検
索
す
る
と
必
ず

目
立
つ
と
こ
ろ
に
表
示
さ
れ
ま

す
。た
だ
、掲
載
は
無
料
で
す
が
、

そ
の
後
集
客
す
る
と
そ
れ
に
対
し

手
数
料
が
か
か
る
場
合
が
多
く
、

広
告
宣
伝
費
と
し
て
考
え
ら
れ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
体
験
が
返
礼

品
に
つ
い
て
く
る「
さ
と
ふ
る
」

や
、新
聞
に
募
集
広
告
の
入
る
旅

行
会
社
な
ど
に
営
業
に
行
っ
て
、

コ
ー
ス
に
入
れ
て
も
ら
う
と
名
前

が
載
り
ま
す
。海
外
向
け
に
は「
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｙ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」、「
Ａ
ｉ

ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
」な
ど
に
載
せ
る
と
知

っ
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
ま
す
。

　
予
算
が
あ
れ
ば
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

広
告
（
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
を
広
告
主
の

サ
イ
ト
へ
誘
導
）
な
ど
も
効
果
的

な
方
法
で
す
。
次
第
に
認
知
が
広

ま
っ
た
ら
、
お
客
さ
ま
に
口
コ
ミ

宣
伝
し
て
も
ら
う
方
法
、
つ
ま
り

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
情
報
発
信
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

「廃菌床の肥料は有機農業に有効」と話す浜田さん

生
き
物
が
豊
富
な
水
田
に
、

渡
り
鳥
が
越
冬
に
訪
れ
る

「ツルを育むお米」は環
境志向の消費者に好評

　
浜
田
さ
ん
は
地
域
の
製
造
業

者
と
協
力
し
て
廃
菌
床
の
堆
肥

化
を
考
案
。
広
葉
樹
の
チ
ッ
プ

や
米
ぬ
か
で
で
き
た
菌
床
は
チ

ッ
素
を
多
く
含
み
、
水
分
量
も

堆
肥
化
に
適
す
る
。
微
生
物
に

よ
る
分
解
も
早
く
、
ミ
ミ
ズ
の

ふ
ん
土
に
す
る
の
に
最
適
だ
と

い
う
。

　
ミ
ミ
ズ
の
ふ
ん
土
は
有
機
農

業
に
適
す
る
と
し
て
世
界
的
に

も
注
目
さ
れ
る
肥
料
だ
。
酵
素

が
豊
富
な
ミ
ミ
ズ
の
腸
で
消
化

さ
れ
た
有
機
物
は
植
物
に
吸
収

さ
れ
や
す
い
状
態
に
な
る
他
、

植
物
が
病
害
虫
に
強
く
な
る
有

用
菌
も
増
え
る
と
い
う
。

　
こ
の
肥
料
で
育
て
た
野
菜
の

成
分
を
調
査
す
る
と
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
や
抗
酸
化
物
質
、
糖
質
を

多
く
含
む
こ
と
も
分
か
っ
た
。

野
菜
が
苦
手
な
子
供
で
も
、

「
果
物
み
た
い
に
甘
く
て
お
い

し
い
」
と
喜
ん
で
食
べ
る
と
い

う
。
浜
田
さ
ん
は
「
廃
棄
さ
れ

て
い
た
も
の
で
お
い
し
い
野
菜

が
で
き
れ
ば
、
環
境
に
も
農
業

者
に
も
良
く
一
石
二
鳥
」
と
胸

を
張
る
。

　
キ
ノ
コ
の
産
地
で
は
廃
棄
さ
れ
る
大
量
の
菌
床
が
悩
み
の
種
だ
。
徳
島
県
小
松
島

市
の
㈱
阿
波
農
産
は
こ
れ
を
野
菜
や
米
の
生
産
に
活
用
。
２
０
０
８
年
か
ら
、
地
域

特
産
の
シ
イ
タ
ケ
の
廃
菌
床
を
ミ
ミ
ズ
に
食
べ
さ
せ
て
で
き
た
「
ふ
ん
土
（
ど
）
」

を
肥
料
に
使
っ
て
い
る
。
生
き
物
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
、


年
頃
か
ら
は
水
田
に
冬
に
は
ツ
ル
、
夏
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
同
社
代
表
取
締
役
の
浜
田
孝
俊
さ
ん
（

）
が
進
め
て
き
た
。

　
同
社
は
水
田
１
・
５
㌶
、
露

地
野
菜
１
㌶
、
施
設
野
菜

㌃

を
経
営
す
る
。
土
づ
く
り
を
通

し
て
、
農
地
に
ミ
ミ
ズ
や
カ
エ

ル
な
ど
の
生
き
物
が
増
え
た
と

い
う
。

　
浜
田
さ
ん
は
こ
う
し
た
生
き

物
が
越
冬
で
き
る
よ
う
、
水
田

を
冬
も
湿
っ
た
状
態
で
保
つ
よ

う
に
し
た
。
土
を
乾
燥
さ
せ
な

い
と
生
き
物
の
す
み
か
が
で
き

る
他
、
チ
ッ
素
が
蒸
発
せ
ず
に

保
た
れ
、
栄
養
豊
富
な
土
壌
が

で
き
る
と
い
う
。

　
す
る
と
、
虫
や
魚
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
物
が
田
ん
ぼ
に
生

息
し
始
め
た
。
専
門
家
を
招
い

た
調
査
で
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や

ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
、
メ
ダ
カ
、
ド

ジ
ョ
ウ
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
水

田
に
比
べ
て
多
く
の
種
類
の
生

き
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
。
餌
と
な
る
生
き
物
が
豊

富
に
な
り
、
渡
り
鳥
も
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
浜
田
さ
ん
は
こ
う
し
た
水
田

で
育
て
た
米
を
「
ツ
ル
を
育
む

お
米
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
。

地
域
の
生
協
と
協
力
し
、
顧
客

を
確
保
し
て
い
る
。
生
協
の
組

合
員
向
け
に
開
催
す
る
水
田
の

生
き
物
調
査
は
、
都
市
部
の
家

族
に
好
評
だ
と
い
う
。

　
浜
田
さ
ん
は
、
「
田
畑
の
環

境
が
良
く
な
れ
ば
、
地
域
の
人

も
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

果肉は鮮やか
なピンク色で
果皮は濃赤色

基準局・測量モジュ
ールも付属している

　長野県果樹試
験場はこのほ
ど、果肉がピン
ク色に着色する

晩生のリンゴ新品種
「リンゴ長果」を開
発した。
　成熟期は月上旬か
ら中旬。果実は㌘
程度とやや大きめだ。
果形は円、果皮色は濃
赤色になる。糖度は

％、酸度は．％程度
と高い。生食の場合、酸
味は強いものの食味は
濃厚だ。硬度は約㍀
で、果汁が多く、食感
はサクサクしている。
　果心を除く果肉部分
の全面または一部がピ
ンク色に着色。果肉色
を生かしたサラダ用の
カットフルーツやセミ
ドライ加工などへの利

用も期待されている。
　現在、品種名を選定
中で、本年度中に品種
登録出願される予定。

　クミアイ化学
工業はこのほ
ど、エフィーダ
（一般名：フェ

ンキノトリオン）を含
有する初めての水稲中
・後期除草剤「ツイゲ
キ１㌔粒剤」＝写真＝
を発売した。
　同剤はエフィーダ
に、ピリミスルファン
とシメトリンを加えた

３成分で
構成。湛
水 散 布
で、ノビ
エをはじ
め、一年
生雑草か
ら葉齢の

進んだ多年生雑草まで
優れた防除効果を発揮
する。特にホタルイ
（草丈㌢まで）、ク

ログワイ（草丈㌢ま
で）、オモダカ（矢じ
り葉４枚まで）といっ
た草種への効果が高
い。
　エフィーダは同社と
ＪＡ全農が共同で開発
した成分。広葉雑草や
カヤツリグサ科雑草な
ど幅広い草種を防除で
きる。スルホニルウレ
ア系除草剤（ＳＵ剤）
抵抗性雑草への効果も
高い。

　ヤマハ発動機
は３月、自動飛
行が可能な農業
用マルチロータ

ー（ドローン）「ＹＭＲ
―ＡＰ」を発売した。
　高精度な測位が可能
なＲＴＫ方式を採用。
専用ソフトで散布ルー
トを自動作成可能で、
ルートに沿い圃場内の
自動飛行や自動散布が

できる。
　同社が年３月に
発売した「ＹＭＲ―」
同様、１回の飛行で、約
１㌶連続散布できる。

かかる時間は約分。
散布性能と速度を向上
することで、約４分短
縮した。粒剤散布装置
も取り付けられる。
　対象バッテリーのレ
ンタルも始める。同社
が展開するスマート農
業支援プラットフォー
ム（ＹＳＡＰ）に対応。
農薬散布や施肥履歴の
管理などもできる。
　希望小売価格は
万円（税込み）。

　水産研究・教
育機構東北区水
産研究所、日清
丸紅飼料、日本

農産工業らはこのほ
ど、飼料米を利用した
ギンザケ用配合飼料を
開発した。
　同飼料は、米由来の
成分を約％含む。一
般的な養魚用飼料に約
～％含まれる小麦

粉を置き換えた。餌の
形状は通常と変わらな
い。養魚用飼料の自給
率は推定５％で自給率
向上を目指している。
　昨年、ＪＡ全農みや
ぎの協力を得て、一定
量の飼料米を確保。ギ
ンザケへの飼料投与に
必要な認可も取得し
た。生育したギンザケ
は「みやぎサーモン」

として地理的表示（Ｇ
Ｉ）登録。県内や東北
エリアの生協で試験販
売を始めている。
　同機構の二階堂英城
センター長は「米を食
べさせると脂がのりや
すいデータも出た。
『耕水連携』を合言葉
に、付加価値をつけて
販売したい」と話す。
加工品は東京駅でも販
売。㌧の輸出実績も
ある。

６（第３種郵便物認可） ２０２０年（令和年）４月３日（金）

最新の技術や農業機械、
先進農家の取り組みを紹介
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４面（経営・流通）

農業経営でお困りのことはありませんか？
疑問のあれこれを分かりやすいQ＆A形式で解説し、解決
に導きます

各メーカーなどで開発された新
技術・新品種や新発売の農業機
械、資材をご紹介します。

マーケティングや労務管理、税
金等経営に役立つハウツー情報
を連載形式で解説します。

認定農業者
  応援宣言！

▶ ▶ ▶

１週 ２週 ４週３週



５面はここに注目

６面はここに注目

２週・４週はワイド版でお送りします。
レイアウトを新聞の枠にとらわれない斬新な形に挑
戦し、今まで以上に読みやすい紙面を目指します。

経営に役立つヒントが沢山

5

５面、６面（経営・流通）※２週、４週限定！

◆２週、４週共通
農老若男女問わず農業者の皆様注目！
経営に役立つ管理方法や技術、話題の商品や注目技
術など経営に役立つ実務情報が盛りだくさん。

◆２週は市況に特化！

市況はここでチェック！
東京、大阪市場を巡るトピックや果物、食肉鶏卵の
市況をご紹介します。

◆４週はマーケット情報に特化！
…農産物流通・販売の専門家が解説します。

地域における直売所や商品づくりを解説

スーパーの農産物流通の話題・解説

米の価格や流通状況など徹底解説

国産野菜の話題と動きを解説

TVでも大人気、藤田智教授の解説により、
野菜づくりのコツを学べます。
新規就農者の皆様、新しい作物の栽培に挑
戦される皆様を応援します！

分かりやすい
イラスト付き！

人気
記事

いずれ訪れる「代替わり」。
その際に必要になる相続などの準備

について解説します。（２週に掲載）

健康に過ごすためには正しい食生活
が重要です。発酵食など、「健康」につ
ながる食べ方をご紹介します。（４週に
掲載）

農家や住民が地域活性化を目指
す取り組み事例をご紹介します。

月に２回、各地から集まる美味
しいごちそうをプレゼント！！

2020年４月 24日号「キュウリの植えつけ」の回より



全国の農業委員会の活躍を
毎週お知らせします。
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農
業
委
員
会
法
改
正
か
ら
５
年
　

②

　
　
　
　

高
知
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
　

　
　
　
　
　
　
　

　
緒
方
　
賢
一

新旧の規定比較して誰のため何をするか考えよう

法
の
目
的
規
定
の
変
更

家
計
調
査
か
ら
見
え
る
食
の
循
環

和歌山・田辺市農業委員会
委員の地道な農家への声がけが奏功

カボチャの豚肉巻き
　　　　　しょうが焼き
【沖縄県】　（１人分㌔カロリー）

沖
縄
・
石
垣
市
農
業
委
員
会

人・農地プラン実質化へ
農地所有者全戸調査

市
と
連
携
し「
作
成
会
議
」開
く

委
員
が
営
農
意
向
調
査

戸
別
訪
問
で
活
動
の
見
え
る
化

不
在
地
主
相
談
会
も
開
催

鹿
肉
加
工
で
焼
却
コ
ス
ト
削
減




年
度
　
鳥
獣
対
策
優
良
活
動
表
彰
　
❷

農
林
水
産
大
臣
賞（
獣
利
活
用
部
門
・
団
体
）

　

長
野
・
小
諸
市
　

　農業委員会　

　
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
た
当

時
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
は
、
組

織
の
名
称
や
編
成
は
変
わ
っ
て
も
目

的
や
内
容
は
変
え
ず
に
従
来
か
ら
の

活
動
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
、
一
定

程
度
そ
れ
に
成
功
し
た
。
系
統
組
織

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
と
な
り
、
新

た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

加
わ
っ
て
委
員
の
総
数
も
増
え
た

が
、
組
織
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
通
り

か
従
来
路
線
で
よ
り
活
発
な
活
動
を

と
い
っ
た
意
識
が
強
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。

　
も
ち
ろ
ん
改
正
さ
れ
た
法
律
の
文

言
は
、従
来
と
同
じ
で
は
な
か
っ
た
。

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、目
的
規
定（
１

条
）に
新
た
に「
農
業
の
健
全
な
発

展
」が
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
こ
の

法
律
は
」が
条
文
の
先
頭
で
、「
農
業

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
が
末
尾
で
あ
る
。
素

直
に
読
む
と
違
和
感
は
な
い
だ
ろ
う

が
、
健
全
な
発
展
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
や
、
農
業
委
員
会
お
よ
び
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
構
を
法
律
で
定
め
る
目

的
が
「
農
業
の
」
発
展
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。
農
村
や
農
外
と
い
っ
た
周
辺

部
を
ど
う
す
る
か
、
こ
こ
に
は
書
か

れ
て
い
な
い
。
ひ
た
す
ら
農
業
の
発

展
の
み
を
目
指
す
だ
け
で
よ
い
の
か

と
い
う
疑
問
も
浮
か
ん
で
く
る
。

　
一
方
で
、
改
正
で
消
え
た
文
言
に

も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
１
条
で
は

「
農
民
の
地
位
の
向
上
」
が
削
除
さ

れ
た
。
「
農
民
」
は
時
代
遅
れ
だ
と

か
、
「
地
位
の
向
上
」
は
農
業
の
職

業
と
し
て
の
社
会
的
位
置
づ
け
が
低

い
と
も
読
め
る
か
ら
、
削
除
が
妥
当

と
感
じ
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
の
文
言
が
入
っ
た
法
制
定

当
時
（
１
９
５
１
年
）
の
社
会
的
状

況
に
思
い
を
巡
ら
す
と
、
ど
う
だ
ろ

う
か
。
半
世
紀
以
上
が
た
っ
て
振
り

返
っ
て
み
た
と
き
、
実
質
的
な
農
民

の
地
位
の
向
上
が
ど
れ
ほ
ど
実
現
し

て
い
る
か
。
そ
の
評
価
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
ろ
う
が
、
思
い
を
巡
ら
す
縁

（
よ
す
が
）
が
目
的
規
定
か
ら
失
わ

れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
当
事
者
で
あ

る
農
業
者
も
農
業
・
農
政
関
係
者
も

覚
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
法
改
正
を
評
価
す
る
際
、
新
旧
の

規
定
を
比
較
し
て
何
が
ど
う
変
わ
っ

た
か
を
確
認
し
、
新
し
い
条
文
が
農

業
委
員
会
は
誰
の
た
め
の
何
を
す
る

組
織
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
か
、

し
っ
か
り
読
ん
で
認
識
を
改
め
て
、

そ
こ
か
ら
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　
こ
の
１
年
間
も
研
究
所
と
し
て
、

全
国
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
と
共
同

研
究
で
家
計
調
査
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
家
計
調
査
と
は
毎
月
の
家
計

の
支
出
状
況
を
細
か
な
品
目
別
に
集

計
し
て
い
く
も
の
で
、
支
払
先
が
自

治
体
の
内
外
か
も
含
め
て
記
録
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
類
似
し
た
公
式
統
計
と
し
て
は

「
家
計
調
査
年
報
」
と
「
全
国
消
費

実
態
調
査
」
が
あ
り
ま
す
が
、
都
道

府
県
や
規
模
の
大
き
な
都
市
単
位
で

の
集
計
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
の
中

小
自
治
体
の
実
態
や
支
払
い
の
流
出

状
況
は
明
ら
か
に
な
り
ま
せ
ん
。
家

計
調
査
に
よ
り
、
日
々
の
暮
ら
し
の

実
情
や
消
費
の
流
出
状
況
を
明
確
に

把
握
す
る
こ
と
で
、
定
住
の
促
進
や

地
域
経
済
の
立
て
直
し
の
具
体
策
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
島
根
県
中
山
間
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
の
有
田
昭
一
郎
さ
ん

の
先
駆
的
な
研
究
を
出
発
点
と
し

て
、
食
費
部
門
だ
け
で
も

品
目
に

分
け
て
細
か
く
集
約
し
て
い
き
ま

す
。
生
活
費
全
体
で
は
、
車
両
購
入

や
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
の
マ
イ
カ
ー
関

係
費
が
か
さ
ん
で
い
る
こ
と
、
自
宅

か
ら
通
学
で
き
な
い
高
校
や
大
学
で

の
教
育
費
が
と
て
も
大
き
な
こ
と
な

ど
、
中
山
間
地
域
特
有
の
課
題
も
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
（
人
口
３
８
４

３
人
、
２
０
１
９
年
）
の
食
費
デ
ー

タ
か
ら
見
え
て
き
た
具
体
的
な
食
の

循
環
状
況
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
１

世
帯
平
均
の
食
費
は
年
間
約

万

円
。
う
ち
域
内
で
支
払
い
さ
れ
て
い

る
の
は
全
体
の

％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
町
に
限
ら
ず
、
人
口
数
千
人

ク
ラ
ス
の
自
治
体
で
は
、
半
分
以
上

の
食
費
支
払
い
が
外
部
に
流
出
し
て

い
ま
す
。

　
食
費
部
門
の
品
目
別
１
位
は
外
食

費
７
・
６
万
円
で
、

％
が
町
内
購

入
で
す
。
２
位
は
生
鮮
肉
６
・
４
万

円
で
、

％
が
町
内
。
３
位
は
お
菓

子
５
万
円
で
、

％
が
町
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。
４
位
に
野
菜
類
３
・
５

万
円
が
入
り
、
町
内
購
入
率
は

％

と
ト
ッ
プ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
集
約
す
る
と
、
品
目

別
に
流
出
分
の
取
り
戻
し
可
能
額
が

見
え
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
パ
ン
は

平
均
域
内
購
入
額
４
千
円
、
域
外
購

入
額
１
・
２
万
円
で
、
町
の
全
世
帯

で
は
１
５
０
０
万
円
分
の
パ
ン
購
入

代
金
が
流
出
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

町
内
に
少
な
く
と
も
あ
と
１
軒
の
パ

ン
屋
さ
ん
の
起
業
が
成
り
立
つ
可
能

性
を
示
し
て
い
ま
す
。
地
産
地
消
も

し
っ
か
り
現
状
を
診
断
し
て
進
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

◇
次
回
は
５
月

日
付

同
委
員
会
が

年
度
に
全
委
員
に
配
布
し
た
バ

イ
ン
ダ
ー
。
委
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
っ
た 「

委
員
活
動
の
原
点
は
、
本
業
で

あ
る
農
業
を
し
っ
か
り
経
営
す
る

こ
と
」
と
語
る
瀧
本
会
長

　
和
歌
山
県
田
辺
市
は
温
暖
な
気

候
を
い
か
し
た
果
樹
栽
培
が
盛
ん

で
、
特
に
ウ
メ
や
温
州
ミ
カ
ン
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
市
農

業
委
員
会（
瀧
本
和
明
会
長
、
）

は
、
２
０
１
８
年
度
に
農
業
者
年

金
の
新
規
加
入
者
を

人
に
ま
で

伸
ば
し
、
全
国
第
３
位
の
実
績
を

達
成
し
た
。

年
度
の
新
規
加
入

者
も

人
に
上
り
、
着
実
に
実
績

を
積
み
重
ね
て
い
る
。

　
同
委
員
会
の

～

年
度
の
新

規
加
入
者
数
は
年
平
均
で
約
３
人

だ
っ
た
。

年
度
か
ら
飛
躍
的
に

増
え
た
要
因
に
つ
い
て
、
事
務
局

で
年
金
業
務
を
担
当
す
る
片
井
恵

子
さ
ん
は
「
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
、
地
道
に

農
家
に
声
が
け
を
し
た
こ
と
に
尽

き
る
」
と
明
か
す
。

　
同
委
員
会
は

年
７
月
に
新
体

制
に
移
行
し
、
農
業
委
員

人
、

推
進
委
員

人
の
体
制
に
な
っ

た
。

年
度
は
瀧
本
会
長
の
呼
び

か
け
に
よ
り
、
例
年
よ
り
も
少
し

早
い
８
月
頃
か
ら
加
入
推
進
の
活
動
に
取
り
組
ん

だ
。
こ
れ
は
、
果
樹
農
家
の
作
業
が
ひ
と
段
落
す

る
８
月
か
ら
初
秋
に
、
巡
回
な
ど
を
し
や
す
く
す

る
工
夫
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
加
入
推
進
名
簿
に
は
「
こ
の
家
は
世

帯
主
の
他
に
も
農
業
を
営
ん
で
い
る
息
子
が
い

る
」
な
ど
、
地
域
の
農
家
を
熟
知
す
る
委
員
だ
か

ら
こ
そ
知
り
え
る
情
報
を
書
き
加
え
た
。
こ
の
名

簿
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
事
務
局
が
用
意
し
た

バ
イ
ン
ダ
ー
に
挟
み
込
み
、
全
委
員
に
配
布
。
そ

の
後
の
具
体
的
な
推
進
活
動
は
あ
え
て
各
委
員
に

委
ね
た
と
い
う
。

　
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
毎
月
の
定
例
会
で
は
、

委
員
が
お
互
い
の
加
入
推
進
情
報
を
交
換
す
る
こ

と
で
刺
激
を
受
け
、
委
員
会
全
体
の
活
動
が
押
し

進
め
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。

　
瀧
本
会
長
は
「
農
作
業
の
合
間
に
雑
談
す
る
中

で
、
年
金
の
話
を
す
る
。
す
ぐ
に
加
入
に
結
び
付

か
な
く
て
も
話
が
で
き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
大

事
。
た
だ
、
与
え
ら
れ
た
目
標
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
従
っ
て
形
式
的
に
活
動
を
し
て
も
相
手
に
は
響

か
な
い
」
と
日
頃
か
ら
の
声
が
け
の
大
切
さ
を
語

っ
た
。

　
次
回
は
４
月

日
付

　◆材料（４人分）　カボチャ
大⅛個㌘、豚もも薄切り肉

枚㌘、コショウ少々、小麦
粉適量、シシトウ本、Ａ（酒、
みりん、しょうゆ各大１、お
ろししょうが１～２かけ分）、
油大１⅓
　◆作り方　❶カボチャは５㍉
くらいの薄切りで６枚に切り、
長さを半分に切る。固めにゆで
て冷ます。❷豚肉は幅を半分に
切る。❸シシトウは軸を切って、
切れ目を入れる。❹豚肉をたて
に２枚置き、コショウを振って、
斜めにずらしながらカボチャを
巻く。❺フライパンに油小１

を熱し、シシトウを入れてさっ
と炒め、取り出す。❻残りの油
を弱火で熱し、④に小麦粉を薄
くはたき、巻き終わりを下にし
てならべ、ふたをして中火弱で
３分ほど焼く。❼上下を返して
ふたをして３分ほど焼き、火を
通す。❽中火にしてシシトウを
戻しＡを入れてさっと煮からめ
て盛る。
　※カボチャはベータカロテン、
ビタミンＣ、ビタミンＥを含む、抗
酸化作用のある食品で、美肌効果
やがん予防などが期待できます。

農地パトロールをする委員たち

　
石
垣
市
農
業
委
員
会
（
亀
谷
善
一
会
長
）
は
、
農
業
委
員


人
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

人
、計

人
の
体
制
。

県
内
一
の
農
業
委
員
、
推
進
委
員
を
擁
す
る
。
利
用
状
況
調

査
は
両
委
員
で
行
い
、
営
農
意
向
調
査
は
農
業
委
員
と
役
割

分
担
の
明
確
化
を
図
っ
て
い
る
。

地図を広げ話し合うみなさん

　
農
地
の
利
用
集
積
に
つ
い
て

は
、

年
度
実
績
で
農
地
面
積

５
３
９
３
㌶
の
う
ち
集
積
面
積

は
８
３
５
㌶
で
集
積
率
は

・


％
。

年
度
は
集
積
面
積


㌶
を
目
標
に
、
遊
休

農
地
所
有
者
へ
の
意

向
、
担
い
手
へ
の
情

報
発
信
な
ど
を
行
っ

た
。

　
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
と
利
用

集
積
に
向
け
、
同
委

員
会
で
は
不
在
地
主

相
談
会
を
沖
縄
本
島

で
毎
年
実
施
。
関
西
に
不
在
地

主
が
比
較
的
多
く
居
住
す
る
た

め
、
４
年
ご
と
に
大
阪
を
中
心

と
し
た
関
西
地
域
で
も
不
在
地

主
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
同
市
で
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
に
開
か
れ
た
立
地
・
自
然
環

境
を
活
か
し
た
国
際
的
な
観
光

リ
ゾ
ー
ト
都
市
構
想
を
掲
げ
て

お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
ん

で
い
る
。
そ
の
は
ざ
ま
で
「
農

地
利
用
の
最
適
化
」
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
に
取
り

組
む
農
業
委
員
会
の
活
動
が
注

目
さ
れ
る
。

　
同
委
員
会
で
は
、
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
市
農
政

経
済
課
と
連
携
し
、
地
区
担
当

農
業
委
員
も
参
画
し
た
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
作
成
会
議
」
を
開

催
。
管
内
５
地
区
で
プ
ラ
ン
を

作
成
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
遊
休
農
地
解
消

に
向
け
た
利
用
状
況
調
査
（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）、意
向
調
査
に

加
え
、
昨
年
９
月
か
ら
住
民
基

本
台
帳
登
録
者
３
３
９
９
戸
の

農
地
所
有
者
全
戸
を
対
象
に

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

に
向
け
た
営
農
意
向
調
査
」
を

実
施
し
て
い
る
。
調
査
対
象
者

に
つ
い
て
は
地
域
別
や
段
階
的

な
実
施
な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た

が
全
戸
調
査
を
実
施
し
た
。
調

査
対
象
は
農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム

か
ら
抽
出
。
２
万
４
１
４
９
筆

の
全
筆
か
ら
住
基
登
録
者
外
の

６
１
２
７
筆
を
除
い
た
１
万
８

０
２
２
筆
、
３
３
９
９
戸
を
対

象
と
し
た
。

　
北
部
、中
部
、南
部
、東
部
、

西
部
の
５
地
区
に
仕
分
け
し
、

地
区
担
当
農
業
委
員
が
戸
別
訪

問
を
実
施
。
１
農
業
委
員
当
た

り
約
２
０
０
戸
を
受
け
持
つ
。

現
在
、回
収
を
進
め
、順
次
、集

計
作
業
を
行
っ
て
い
る
。事
務

局
で
は
、戸
別
訪
問
に
よ
る
調

査
で
委
員
が
農
地
所
有
者
と
じ

か
に
接
す
る
こ
と
で「
委
員
会

活
動
の
見
え
る
化
」を
体
現
す

る
機
会
と
も
捉
え
て
い
る
。

　
現
場
活
動
で
は
、戸
別
訪
問

の
際
に
農
地
所
有
者
が
不
在
で

２
度
、３
度
と
足
を
運
ぶ
ケ
ー

ス
も
多
々
あ
る
。回
収
率
へ
の

影
響
や
調
査
す
る
委
員
の
ス
ト

レ
ス
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低

下
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、調
査
手
法
な
ど
に
工
夫

と
改
善
を
図
る
予
定
だ
。

市
が
売
り
出
す
ブ
ラ
ン
ド
商
品
。

現
在
ジ
ャ
ー
キ
ー
な
ど
５
種
類

　
獣
害
防
止
の
た
め
に
捕
獲

が
盛
ん
に
な
る
と
、
背
中
合

わ
せ
で
生
じ
る
の
が
捕
獲
個

体
の
処
理
の
負
担
だ
。
長
野

県
小
諸
市
で
は
捕
獲
し
た
鹿

の
肉
を
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
加

工
し
て
売
り
出
し
、
問
題
に

対
処
。
収
益
を
上
げ
る
と
同

時
に
焼
却
処
分
の
コ
ス
ト
を

削
減
し
、
持
続
可
能
な
獣
害

対
策
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
同
市
は
２
０
１
６
年
度
に

も
被
害
防
止
部
門
で
農
林
水

産
大
臣
賞
に
輝
い
た
。
猟
友

会
の
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に

行
政
主
体
の
捕
獲
体
制
を
整

え
た
結
果
、
鹿
の
捕
獲
数
は


～

年
度
で
５
倍
に
増

え
、
農
業
被
害
額
は

％
減

少
。
そ
の
裏
で
、
捕
獲
報
奨

費
や
個
体
処
分
費
の
高
騰
が

弊
害
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で

年
度
に
始
動
し

た
の
が
、
捕
獲
し
た
鹿
を
有

効
活
用
す
る
「
鹿
曲
輪
（
し

か
く
る
わ
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
。
利
用
率
の
高
さ
を
重
視

し
、
人
の
食
用
よ
り
も
需
要

が
見
込
め
る
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

を
商
品
と
し
て
選
択
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
名
は
加
工
施
設
が

あ
る
地
名
に
ち
な
ん
だ
。

　
捕
獲
個
体
は
そ
の
日
の
う

ち
に
施
設
に
搬
入
さ
れ
、
人

の
食
用
と
遜
色
な
い
衛
生
管

理
の
下
で
解
体
、
加
工
さ
れ

る
。
市
内
で
捕
獲
さ
れ
た
個

体
は
９
割
以
上
活
用
し
、
周

辺
の
４
市
町
か
ら
も
搬
入

を
受
け
入
れ
る
。

　
事
業
開
始
当
初
は
全
て

の
鹿
肉
を
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

の
原
料
と
し
て
メ
ー
カ
ー

に
販
売
し
て
い
た
が
、


年
度
に
は
市
独
自
ブ
ラ
ン

ド
の
商
品
を
神
奈
川
県
の

麻
布
大
学
獣
医
学
部
と
共

同
開
発
。
現
在
は
鹿
肉
の

２
割
ほ
ど
を
ジ
ャ
ー
キ
ー

な
ど
に
加
工
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
や
県
内
外
の

小
売
店
・
動
物
病
院
な
ど
に

販
路
を
広
げ
て
い
る
。

　

年
度
に
は
計
９
０
２
頭

を
処
理
し
、
黒
字
を
達
成
し

た
。

年
度
も
１
５
０
０
頭

以
上
を
処
理
し
、
売
上
額
は

２
４
０
０
万
円
超
に
上
る
。

焼
却
コ
ス
ト
は
毎
年
２
０
０

万
円
以
上
を
節
減
。
浮
い
た

費
用
は
被
害
対
策
や
環
境
保

全
活
動
な
ど
に
還
元
し
て
い

る
。

　
最
近
は
全
国
で
ジ
ビ
エ
加

工
施
設
の
整
備
が
相
次
ぎ
、

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
へ
の
参
入
も

増
え
て
き
た
。
ラ
イ
バ
ル
と

の
差
別
化
は
大
き
な
課
題

だ
。
同
市
農
林
課
の
竹
下
毅

さ
ん
は
「
原
料
販
売
よ
り
利

益
率
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
商
品

を
伸
ば
す
た
め
、
今
後
も
し

っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

７ （第３種郵便物認可）２０２０年（令和年）４月１０日（金）

農家生活にまつわる法律をQ&A
形式で解説します。（３週に掲載）

毎週、農業委員会等の活動事例を紹介します。１
年間でほぼ47都道府県の事例を取り上げます。
事例は、遊休農地解消のための活動や人・農地プ
ランの実質化、全国農地ナビの活用など、農地利
用最適化の業務を行う上で欠かせない内容です。

農業委員会活動のテキストとして、毎週お目通し
ください。他地域の事例を知ることで新たな視点
が生まれ、活動の幅が広がります。

農業委員会ネットワーク通信面
１，３週：６面、２，４週：７面

農委ネットワーク通信と連動した郷土食材を使っ
た料理のレシピをご紹介します。
１・３週▶石澤清美先生　２・４週▶今泉久美先生

全国農業新聞読者の関心度が
最も高い記事といえばこれ！
全国各地の鳥獣害対策事例は、
地元での対策の参考になるという多く
の声をいただいています。

人気
記事

委員
必読

農地に関する困ったあれこれをＱ＆Ａ形式で掲載。
賃借、相続など、さまざまな相談対応の参考にな
ります。（１週に掲載）

Pick
Up!

委員
必読

農業委員会活動の活性化
に役立つ情報を通年掲載し
ます。

農業と地域活性化に向けたコラムです。（２週に掲載）

土地改革が大転換期を迎える中、歴史から農業・農
地制度を考えるコラムです。（４週に掲載）
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全国紙かつ地域の話題にも強い新聞です

＜地元のこんな情報が手に入ります＞
●特徴的な経営を行う経営体
●イベント情報
⇒地元だから視察に行きやすい、イベントに参加しやすい！

●�頑張る新規就農者、活躍する若手、女性農業
者のご紹介
⇒�ご近所さんが、直売所で手に取った商品の生
産者が、身近なあの人が載っているかも…

●特産品や新商品
⇒知らなかった地元の隠れた名物が見つかるかも！

ブロック １週 ２週 ３週 ４週

北海道

北海道・東北版

地方総合版

北海道

東日本地方総合版
東北

県版（岩手、福島）
※�青森、宮城、秋田、山形は
「東北各支局の話題」

関　東 関東版
県版（茨城、栃木、群馬）
※�埼玉、千葉、東京、神奈川、
山梨は首都圏版

東　海 東海版

中日本地方総合版

地方総合版

北信越 北信越版
県版（新潟、長野）
※�富山、石川、福井は北陸版

近　畿 近畿版
県版（京都、兵庫）
※�滋賀、大阪、奈良、和歌山は
地方総合版

中　国 中国版

西日本地方総合版

地方総合版

四　国 四国版 地方総合版

九州・沖縄 九州・沖縄版

県版（長崎、熊本、宮崎、
鹿児島）
※�福岡、佐賀、大分、沖縄は地
方総合版

週ごと、地域ごとにお届けする版が変わります。
※下記表は目安です。月ごとに変動する場合がございます
※地方総合版とは、ブロックに関係なく様々な都道府県の記事が載る面です

改

地方版

北海道

東北

北信越

関東

東海

近畿中国

四国

九州
・
沖縄

2020.06.


